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1. はじめに 
汎用性プラスチックであるポリエチレン

テレフタラート(PET)は化学的安定性に優れ、
安価であるため、ペットボトル原料などとし

て社会で広く利用される。また、廃棄 PETを
処理する際に使用する塩基性溶媒の環境負

荷が問題となるため、微生物由来の生体触媒

を用いた PETの生分解技術が注目を集める。
[1]しかし、同法では基質である PET 表面が
疎水性であり、親水性を示す生体触媒との吸

着確率が低下し、分解速度を制限することが

課題とされる。[2]本研究では、PET生分解速
度の向上を目的とし、親水化効果が高いとさ

れる中性酸素ラジカル源[3]を用いて PET 表
面の親水化前処理を行い、その分解速度の変

化を液体クロマトグラフィー(HPLC)にて評
価した。 
2. 実験方法 
直径 6 mm に切断した PET 薄膜を試料と
し、高電圧(15 kV) と Ar 4.97 slm+O2 30 sccm
にて駆動した大気圧酸素ラジカル源[3]で 30 
s処理した。サンプル表面-ラジカル照射口間
の距離は 10 mmとした。PETase(終濃度 500 
nM)を含む 50 mM Bicine (pH 9.0) 溶液にラジ
カル処理した PET薄膜を浸漬し、30 ℃の温
度下で 9 時間振とうし、PETを分解した。分
解産物であるテレフタル酸(TPA)、モノヒド
ロキシテレフタレート(MHET)を含む反応溶
液を HPLC(島津製作所)にて分析した。分析
カラムは Inertsil ODS-HL (5 um 4.6 × 250 mm, 
GL Sciences) とし、移動相(70 % MiliQ, 30 % 
CH3CN, 0.1 % HCOOH)を流速 0.5 mL/minで
流液し、波長 254 nmにおける吸収ピークの
面積値より TPA と MHET の分解量を比較し
た。 
3. 実験結果 
図 1に、ラジカル照射時間依存性による反

応溶液中の TPA と MHET のピーク面積の変
化を示す。ラジカル処理条件下での TPA、
MHETの面積値は、未処理と比較してそれぞ
れ 1.5 倍、 1.3 倍増加した。更に、P< 0.05
の有意差も両物質において確認した。これは、

PET 表面に酸素ラジカルを照射することに
よって、PET表面がヒドロキシ基やカルボキ
シル基といった親水性の官能基で終端され、

これと PETase の基質結合部位周辺に存在す
るカチオン性領域との間でイオン間相互作

用が働いたことにより、PET表面に酵素が誘
引された結果、PET分解反応が促進されたと
考えられる。 

 
Fig. 1 Biodegradation properties of the oxygen 

radical-treated PET polymer films. LC 
analysis of enzymatic decomposed amounts 
production of TPA and MHET showed 150 
and 130 % increases in the surface treatment.  
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